
教育委員会定例会協議報告事項 

令和８年５月26日  

【報告事項】 

○ こども性暴力防止法施行に向けた対応について      （教育総務課 資料Ｐ１～３） 

○ コウノトリの営巣（栃尾地域）について           （科学博物館 資料Ｐ４） 

○ 児童生徒の生成ＡＩ活用開始に向けて          （学校教育課 資料Ｐ５～25） 

○ 令和７年度第２回スポーツ推進審議会報告について     （スポーツ振興課 資料Ｐ26） 



教育総務課 

こども性暴力防止法施行に向けた対応について 

 

１ 制度概要 

  児童等に教育、保育等を提供する事業者に対し、従事者による児童対象性暴力等

を防止する措置を義務付けるもの（学校設置者等及び民間教育保育等事業者による

児童対象性暴力等の防止等のための措置に関する法律。令和８年 12 月 25 日施行） 

 

２ 制度対象 

(1) 対象事業 

ア 法の措置を義務として行う事業 

学校、認可保育所、認定こども園、児童養護施設、指定障害児通所支援事業、

乳児等通園支援事業など 

イ 国の認定を受けて法の措置を行う事業 

一時預かり、病児保育、放課後児童クラブなど 

(2) 対象従事者 

ア 一律対象となる職種 

教員、保育士、児童指導員など 

  イ 実態に応じて判断する職種（支配性、継続性、閉鎖性を有する場合は対象） 

    事務職員、管理員、調理員、バス運転手、嘱託医など 

 

３ 長岡市教育委員会での対応 

・教育委員会内の対象職種、事業の調査を実施（４月～） 

・ワーキンググループを設置し、各種事項の検討（５月～） 

               

４ 法施行に向けて必要な対応 

 ・対象従事者の範囲の検討、確定及び従事者等への周知 
 ・事業に応じた不適切な行為等の範囲の検討、確定 
 ・相談対応、研修、規程の整備等の体制整備 

・国への事業者情報の登録準備 
・特定性犯罪前科の有無の確認及び事実確認情報の適正管理 
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科学博物館 

コウノトリの営巣（栃尾地域）について 

 
（１）概要 

令和８年４月８日（水）、東北電力により栃尾地域の電柱頂部にコウノト

リの営巣（卵１つ）を確認 

   ⇒ 電線の切替工事、近隣住民への説明、注意喚起看板等の設置 

⇒ 県内では、上越市が３年連続でひな誕生 今年は３カ所で繁殖 

※コウノトリは「国の特別記念物」及び「国内希少野生動植物種」であり、

「文化財保護法」及び「種の保存法」により「捕獲、飼育、殺傷」など

が法律により禁止されている 

 

（２）自治体の役割 

・ふ化日の特定、巣立ちまでのモニタリング等、繁殖状況の記録（カメラ設

置、録画） 

・個体特定のための足環装着への支援（兵庫県立コウノトリの郷公園 専門

チーム招へい） 

・近隣住民への周知（回覧板、支所だより）、報道発表等 

・糞害、見学者に対する近隣住民影響への対応 

 

（３）スケジュール 

・４月中旬 抱卵の開始を確認 

・５月上旬 ふ化の様子を確認（今後、録画からふ化日を特定し、足環装着

日を決定） 

・６月下旬 足環の装着（コウノトリの郷公園） ⇒ 報道発表を予定 

・７月頃  巣立ち 

 

（４）巣立ち後について 

・巣立ち後の巣撤去は、原則的に東北電力の判断 

  ⇒ 翌年以降も同じ場所に営巣することが多く、電柱の無電化や人口

巣塔の設置を検討 

・特別天然記念物である野鳥への理解、探求教育への活用 
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学習活動における生成 AI の適切な 

利活用に向けた指導上の留意点 
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１ 目的 

 

１.１ 策定にあたって  

 長岡市教育委員会が導入している生成 AI ツール「Gemini（Google 社製）」をはじめ、教育

活動で児童生徒が生成 AI（※１）を利活用する際に留意すべき事項を定めたものである。 

 生成 AI の利用に当たっては、本通知をよく読み、理解したうえで生成 AI を安全かつ効果

的に利活用するものとする。なお、留意点の策定にあたっては「初等中等教育段階における生

成 AI の利活用に関するガイドライン（ver.2.0）」（文部科学省令和６年 12 月）を参考にして

いる。 

 この通知の目的は、生成 AI の利活用を一律に規制することではなく、児童生徒がその特性を

正しく理解し、自らの学びを深化させるための「道具」として賢く使いこなす能力を育成する

ことである。これからの社会では、生成 AI を単なる技術として捉えるのではなく、倫理観、知

的財産権、そして批判的思考力（ファクトチェック能力）を伴って利活用する能力が不可欠で

ある。 

※１ 生成 AI 

入力文字に応答してテキスト、画像、または他のメディアを生成することができる人工知能

システムやサービスのこと。 

 

１.２ 基本姿勢 

 
 
 
 

 

２ 生成 AI 特有のリスクと安全な利活用のための教育 

 生成 AIの進化は日進月歩で進んでいる。その中においても以下に示す生成 AI 特有のリスク

についての理解を進め、安全な利活用ができるよう学習を経て理解したうえで、児童生徒は目

的に応じて利活用することができる。 

 

２.１ 生成 AI 特有のリスクの理解 

1. ハルシネーション: 

・児童生徒が生成 AI を「答えを出すだけの道具」として扱うのではなく、「自ら

の思考を補助・拡張するための道具」として主体的に活用すること 

・生成 AI の特徴を理解しつつ、最終的には自らが判断し、生成 AI の出力結果を

踏まえた成果物に自ら責任をもつこと 
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生成 AI は、事実に基づかない「虚偽」や「不正確」な情報を、あたかも事実であるか

のように生成することがある。この現象は「ハルシネーション（幻覚）」と呼ばれ、AI が

学習データの偏りや不足、またはアルゴリズムの複雑さに起因して、存在しないパターン

や情報を誤って生成することが原因で起こるものである。 

 

2. バイアス: 

生成 AI の回答は、学習データの偏りや、特定の性別、人種、文化的背景に基づいた固

定観念を反映する場合がある。この偏見は「バイアス」と呼ばれ、不正確な表現や誤った

認識につながるリスクがある。 

 

２.２ ファクトチェックの育成 

 ハルシネーションやバイアスのリスクを乗り越えるためには、児童生徒自身が生成物の真偽

を判断する「ファクトチェック」について意識し、実践していくことが必須となる。ただし、

これは各教科横断的な教育活動を通じて継続的に育成されるべきものであることから、教育活

動全体で育む必要がある。 

〇ファクトチェックの具体的な指導内容や活動例 

  情報源の確認: 生成 AIが提供する情報の出典を確認し、それが公的機関（ドメインに

go.jp や lg.jp を含む）や信頼性の高いメディアによるものかを判断させる。 

  複数の情報源でのクロスチェック: 一つの情報源に頼るのではなく、異なる複数のソース

を用いて同じ情報を確認することで、情報の信憑性を高めることを指導する。 

  情報の更新日を確認: 生成 AI の回答は、しばしば古い情報に基づいているため、情報の

更新日や発行日を必ず確認する習慣をつけさせる。 

  実践演習: 「〇〇市の人口」や「学校の児童生徒数」など、正誤を判定しやすい具体的な

「事実的知識」を題材に、ファクトチェックそのものの練習を行う。 

 

２.３ 児童生徒が生成 AI を安全に利活用するために遵守すべきポイント 

１.知的財産権の尊重 

 生成 AIが生成した文章や画像は、インターネット上の膨大なデータを学習して作成されるた

め、既存の著作物と同一・類似する可能性がある。このような生成物をそのまま利用する行為

は、著作権侵害にあたる可能性があるため、注意が必要である。 

  原則: 生成 AI はあくまでアイデア出しの補助として活用し、最終的な成果物は自らの

考えや手を加えて創作するものとすること。 

  注意点: 生成 AIの生成物をそのままレポートやコンクール作品として提出することは

禁止する。生成された文章や画像を参考にする場合でも、必ず複数の情報源で内容を
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確認し、自分の言葉で表現し直すことを徹底する。生成過程において人間の創作的寄

与が認められない限り、生成物に著作権は認められない可能性があることを理解す

る。 

 

２.個人情報・プライバシー保護 

自分や他者のプライベートな情報（氏名、住所、電話番号、成績、顔写真など）を生成 AIに

入力してはならない。これは、その情報が AI の学習データとして利用されたり、予期せぬ形で

漏洩したりするリスクがあるためである。友人や教職員、保護者に関するプライベートな情報

も同様に入力しないことを徹底すること。 

  

３.情報セキュリティ 

学校が指定した端末やアカウントを使用すること。 

 

３ 利用可能なサービス 

３.１ 利用可能なサービス 

〇学習場面で利活用する際は、長岡市教育委員会が提供する以下のサービスを基本とする。 

サービス名 サービス提供事業者 使用条件等 使用可能学年 

Gemini Google 
長 岡 市 が 付 与 す る

Google アカウントで

使用すること 

原則として中学校１年

生以上 
NotebookLM Google 

Canva AI Canva 

○ブラウザ等に付随する AI 機能（Google AI モード等）もアクセス可能だが、上記サービスと

同様に留意して利活用すること。 

○長岡市教育委員会が提供するサービス以外の生成 AI サービスを利活用する場合は、「米百

俵ネットワーク運用の手引き」項番８「長岡市におけるクラウドサービスの利用について」に

基づき、教育委員会の許可を得た上で利用する。 

 

３.２ 利用申請 

（１）長岡市教育員会が提供するサービス 

   申請は不要とする。 
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（２）長岡市教育委員会が提供するサービス以外 

   「米百俵ネットワーク運用の手引き」項番８に基づき、教育委員会に問い合わせるこ

と。その後、教育委員会で協議し、使用の可否を決定する。 

※（１）（２）ともに資料１「児童生徒が生成 AI を利活用する際のチェック項目シート」や

資料２「教職員が児童生徒の学習活動で生成 AI を利活用させる際のチェック項目シート」で

児童生徒の状況を確認した上で使用を判断すること。 

 

４ 日々の授業での利活用例  

子どもの学びの質の向上を目指し、授業イノベーションを進めていく中で、生成 AIを効果的

に利活用することによって、より効果が見込まれる一例を以下に記載する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生成 AI を効果的に利活用することによって効果が見込まれる活動例 

・自分の興味や理解度に合わせた解説資料として使用し、知識・技能の定着を図る。 

・レポートや作文の添削や評価に活用し、表現力を高める。 

・英会話の練習として活用し、スキルを磨く。 

・多面的、多角的な視点を収集する。 

・発表時のリハーサルや練習場面で活用し、スキルを磨き、自身の考えの妥当性を把握する。

・観察や実験の際の補助資料として活用し、より充実した観察や実験につなげる。 
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また、文部科学省ガイドラインにおける利活用が考えられる例、不適切と考えられる例につい

ても十分に参照すること。 

 

参照：初等中等教育段階における生成 AI の利活用に関するガイドライン P17 文部科学省（R6.12 月）
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資料１ 

【児童生徒が生成 AI を利活用する際のチェック項目シート】 

 

●利用目的の確認: 

 �  なぜ生成 AIを使うのか、目的は明確ですか？ 

   （例：いろいろな立場の意見を集めるため、リハーサルや練習のた

め、観察や見学の際の補助のためなど） 

 

●入力情報の確認: 

 �  自分や他人の個人情報を入力していませんか？ 

 �  成績やテストの点数など、他の人に知られたくない情報を入力してい

ませんか？ 

 

●生成物の確認: 

 �  出てきた答えが本当かどうか、教科書や他のサイトで確認しました

か？ 

 �  生成 AI が作った文章や画像をそのまま使わず、自分の考えや工夫を

加えていますか？ 

 

●著作権の尊重: 

 �  作文やレポート、作品に生成 AIの生成物をそのまま使っていません

か？（自分の考えや表現を大切にしましょう） 

�  出典や引用について、明記をしていますか？  

（生成 AI を使用した場合、何のツールを使用して作成したのか、どのよ

うなプロンプトを入力したのか、作成した日時などを明記しましょう）
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資料２ 

【教職員が児童生徒の学習活動で生成 AI を利活用させる際のチェック項

目シート】 

 

生成 AI 特有のリスクと安全な利用のための教育を受けている児童生徒で

あり、下記項目における理解が進んでいることを確認している。 

 

●児童生徒の状況 

□ハルシネーション、バイアスを理解した上でのファクトチェックの重要

性 

□情報の真偽を確実に確かめること 

□一度の出力を鵜 みにせず、何度か出力をしながら回答内容についての

妥当性を高めること 

□知的財産権の尊重 

□生成物をそのまま自己の成果物として使用することは自分のためになら

ないこと 

□使用方法によっては不適切または不正な行為になること 

□出典、引用を記載すること 

□個人情報・プライバシー保護の重要性 

□使用する生成 AIの利用規約を確認・理解していること 

 

●利用目的の確認: 

�  生成 AI を使う目的を明確に児童生徒に伝えている。 
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スポーツ振興課 
 

令和７年度 第２回長岡市スポーツ推進審議会報告 

１ 開催日時及び会場 

（１） 日 時 ３月 19 日(木曜日) 午前 10 時から正午まで 

（２） 会 場 さいわいプラザ４階 教育委員会会議室 

２ 出席者 

・ 長岡市スポーツ推進審議会委員８名（定員 12 名のうち４名欠席） 

・ オブザーバー：（公財）長岡市スポーツ協会樺沢常務理事兼事務局長ほか１名 

・ 事務局：小池市民協働推進部長、中山スポーツ振興課長ほか職員５名 

３ 会議内容（議題） 

（１）第２期長岡市スポーツ推進計画の進捗評価について（協議） 

（２）次期長岡市スポーツ推進計画策定委員等の体制について（報告） 
（３）令和８年度主要事業の概要について（報告） 

４ 委員から出された主な意見 

議題（１）第２期長岡市スポーツ推進計画の進捗評価について（協議） 

・スポーツをしない理由として、「人と比べられるのが嫌」、「足を引っ張る不安」

という要因があるとのことだが、不安を和らげてくれるのは友達であったり、

環境だと思う。学校や地域などはその環境作りをどうするかという取組が重要

になる。 

・学校体育以外で１週間に 60 分以上運動するというのは、おそらく習い事として

スポーツをしているかどうかになる。小学生段階では、どちらかというと保護

者の課題になってくる。保護者からはある種の覚悟を持って頑張る、つまりス

ポーツ少年団に入る事によって経済的、送迎などの親の負担も大きくなるとい

う部分を子どもが頑張りたいというのなら覚悟して頑張る、という話を聞く事

があった。経済的な部分と、より大きいのは送迎の部分だと思われるので、こ

ういう事に対する対応は必要、あるいは有効ではないか。 

・部活動地域展開で家計、保護者への負担、特にお金の部分で部活動に比べて約

３倍かかると言われている。やはり金銭的な部分で、やりたくてもできない子

どもが増えて、それによりスポーツをする体験格差が生じてしまう。推進計画

の全体評価の中にスポーツに関心がある方が７割近くというものがあるが、や

りたくてもできないという格差が生まれてきてしまうと、長岡市全体の底上げ

をしたいとなった時にうまくいかないと思う。スポーツを出来る機会を増やし

つつ、金銭的な負担についても具体的な考えや取組など頑張っていただきたい。
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